
1/6 

○松江市民農園設置及び管理に関する条例施行規則 

平成17年3月31日 

松江市規則第207号 

改正 平成17年7月12日規則第302号 

平成26年12月19日規則第53号 

(趣旨) 

第1条 この規則は、松江市民農園設置及び管理に関する条例(平成17年松江市条例第296号。

以下「条例」という。)の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

(募集及び使用者の決定) 

第2条 松江市民農園(以下「市民農園」という。)の使用を希望する者(以下「使用希望者」

という。)の募集方法は、公募とする。 

2 前項の公募の方法、公募の時期その他公募について必要な事項は、指定管理者が定める。 

3 指定管理者は、前項の公募により市民農園の使用希望者から応募があったときは、応募

内容に基づき、市民農園を使用する者(以下「使用者」という。)を決定する。この場合に

おいて、応募者の数が募集した数を上回る場合は、抽選により使用者を決定する。抽選の

方法については、指定管理者が定める。 

4 前項の規定にかかわらず、条例第6条第2項の規定により使用期間が2年以下に短縮され

た者で、引き続き使用を希望する者については、抽選によらず使用を決定する。 

(使用料の減免の申請) 

第3条 条例第11条の規定により使用料の減額又は免除を受けようとする者は、松江市民農

園使用料減免申請書(様式第1号)に市長が必要と認める書類を添えて、市長に提出しなけ

ればならない。 

2 市長は、前項の申請に基づき、使用料の減額又は免除を決定したときは、松江市民農園

使用料減免決定通知書(様式第2号)により通知する。 

(使用料の還付等) 

第4条 条例第14条ただし書の規定により使用料の全部又は一部を還付する場合の特別の

理由及びその還付金額は、次のとおりとする。 

(1) 使用者の責任によらない理由により、連続して15日以上貸出農地の全部を使用でき

なかったとき 使用できなかった月数(使用できなかった日数につき30日を1月として

算定し、30日未満の端数については、その日数が15日以上のときは1月とし、14日以下

のときはこれを切り捨てる。)に相当する使用料の額 
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(2) 使用者の責任によらない理由により、連続して15日以上貸出農地の一部を使用でき

なかったとき 前号の算定方法により算定した額に使用できなかった面積を乗じ、その

区画の面積で除して得た額 

(3) 前2号に掲げるもののほか、市長が特に必要と認めるとき 市長が相当と認める額 

2 前項に規定する還付金額に1円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てる。 

3 第1項の規定により、既納の使用料の還付を受けようとする者は、松江市民農園使用料

還付請求書(様式第3号)により、市長に申請しなければならない。 

(市長による管理に関する読替え) 

第5条 条例第17条第1項の規定により市長が市民農園の管理を行う場合にあっては、第2

条第2項及び第3項中「指定管理者」とあるのは「市長」と読み替えてこれらの規定を適

用する。 

(雑則) 

第6条 この規則の施行に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この規則は、平成17年3月31日から施行する。 

附 則(平成17年7月12日松江市規則第302号) 

この規則は、平成18年4月1日から施行する。 

附 則(平成26年12月19日松江市規則第53号) 

この規則は、公布の日から施行する。 
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様式第1号(第3条関係) 

様式第2号(第3条関係) 

様式第3号(第4条関係) 

 


